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年 月 日
菊池市⻑　江頭　実　様 組織名又は法人名

氏名（法人の場合は代表者名）
  

　

  

病害虫・雑草が発生しにくい生産条件の整備 有機物の施用
（健全種苗の使用、病害虫の発生源除去等） （堆肥や有機質肥料の利用、緑肥・作物残渣のすき込み等）
病害虫・雑草の発生状況を把握した上での防除要否及びタイミングの判断 作物特性やデータに基づく施肥設計
（発生予察情報の活用による防除等） （簡易⼟壌診断、前作の収量等）
多様な防除方法（防除資材、使用方法）を活用した防除
（物理防除・生物防除の活用等）

農業機械・装置・⾞両の適切な整備と管理の実施
（定期メンテナンス、点検記録作成等）

温室効果ガスの排出削減に資する技術の導入 農作業安全に配慮した適正な作業環境への改善
（省エネに留意した適切な農業機械・装置・⾞両の使用、 （作業方法の改善や危険箇所の表示、保護具の着用、
　 農場由来の温室効果ガス削減、ほ場への炭素貯留等） 　 機械・器具の操作方法確認等）
廃棄物の削減や適正な処理
（プラスチック等の資材の使用量又は排出量削減や廃棄の際の処分の適正化）

（注１）みどりのチェックシートに 関する研修等を受講したことがわかる書類を添付すること。
（注２）取り組んだ項目については、証拠書類等の作成及び保管が必要です。ただし、証明する書類等を作成することが困難な取組を実施した場合においては、この限りではありません。

□ 肥料の適正な保管

みどりのチェックシート

肥料の使用状況等の記録を保存

□

□

□

環境保全型農業直接⽀払交付⾦実施要領（平成23年４月１日付け22生産第10954号生産局通知）第８の４の（１）のウに基づき以下のとおり、みどりのチェックシートの取組を実施しましたので、報告します。

下記の持続可能な農業生産に係る取組の各項目のうち、農業生産活動の実態に応じて実際に取り組んだ内容について、□欄に✔を記入してください。
該当しない場合は、□欄には／（斜線）を記入してください。

【化学合成農薬の使⽤量低減】 【化学肥料の使⽤量低減】

□

□ □

□ □

電気・燃料の使用状況の記録を保存

【温室効果ガス・廃棄物の排出削減】 【農作業安全】

農薬の使用状況等の記録を保存

農薬の適正な使用・保管

□ □

□
□ □


